
２０２２年度事業報告 

 

２０２２年度は新型コロナウイルス感染症が確認されてから３年目を迎え、有効な治療法

や薬が承認され、国内においては高齢者や重症化リスクの高い方、そして医療従事者や高齢

者施設等のワクチン接種がこれまでと同様に進められ、かかりにくさや発症時の重症化を防

ぐ一定の効果がありつつも、感染者数は増減を繰り返し、病院や高齢者施設等でのクラスタ

ー感染は相変わらず頻発し、関係者はその都度対応に追われ疲弊した。２０２３年５月から

は５類感染症となることが決定されたが、これまでに例のないウイルス感染症であることか

ら、まだ暫く動向を見ながらの対応となっている。このような中、世界的スポーツイベント

であるサッカーのワールドカップ２０２２、野球の２０２３ＷＢＣが開催され、ともに日本

代表が大活躍し、これまでの新型コロナウイルス感染症で暗く沈んでいた国内の雰囲気が、

熱気と感動により、少し明るく元気になったように感じた一年であった。 

私たちの医療現場では患者の面会に関して重症者や終末期の段階であれば少人数の家族が

直接面会できるようになってきたり、高齢者施設等においては頻度は少ないが定期的に直接

面会できる所も少しずつ出てくるようになってきた。とはいえ、感染対策上、やはりオンラ

インを活用した面会が主流であった。私たち医療ソーシャルワーカーは患者やクライアント

の情報を家族や関係者に伝えるために、動画やオンラインを活用することにも慣れ、直接参

加とオンライン参加のハイブリッド形式でのカンファレンスの開催もできるようになってき

た。 

このような情勢の中で当協会は様々な事業の活動を行ってきた。全体的にはオンラインに

よる活動が主流ではあったが、一部、直接参集しての活動も出来るようになってきた。東京

都からの受託事業に関しては、地域巡回医療福祉相談会は開催が難しいブロックもあったが、

感染対策を講じて何とか開催することができた。新人研修やグループスーパービジョンは感

染対策の観点から基本的にオンラインでの開催となった。ブロック活動においてもオンライ

ンを活用して活動することができるようになってきたものの、多彩な活動をするにはまだ暫

く時間がかかりそうである。また、昨年度と同様に社会問題対策部の都民向け公開講座はオ

ンラインで開催され、多くの方に参加してもらうことが出来た。各小委員会も基本的にオン

ラインで活動し、理事会もＺｏｏｍを使用しオンラインでの出席と直接出席とのハイブリッ

ドで開催することが出来た。会員同士が直接会うことがなかなか難しい情勢が続いているこ

とから、理事会活動や他の活動がもっと会員に見えるようにしたいという想いから、昨年度

途中から立ち上げたＩＣＴ委員会でホームページのリニューアルを検討し、２０２３年度リ

ニューアルオープンを目指した。 

そして、来る２０２３年６月１７日、１８日に有明のＴＦＴホールにて公益社団法人日本

医療ソーシャルワーカー協会と当協会との共催で全国大会の東京大会が開催されるため、実

行委員会を立ち上げ、関係者と密に準備を進めてきた。 

 

 その他、事業計画に基づき、以下の事業を実施した。 

１．一般社団法人として求められている要件整備に努めた。 

２．事業に関する会員の理解を深め、会員が主体的にかかわり、積極的に参加できるよう

努めた。 

３．医療福祉関係の他団体との連携を深め、公益事業と社会活動を推進した。 



４．東京都及び都議会各派へ、医療福祉の向上のため要望書を提出した。 

５．協会活動の情報提供や会員の意見交流の場として、出版活動及びホームページの充実

に努めた。 

６．オンラインでの講座・研修会を開催し、会員の専門性の向上に努めた。 

７．医療福祉相談事業の充実に努めた。 

８．医療福祉問題研究委員会活動の充実に努めた。 

 

Ⅰ．管理運営報告 

１．公益法人の要件整備に努めた。 

（１）公益法人の最高意思決定機関である社員総会への出席会員の増員に努めた。 

（２）協会事務所の事務局体制を週４日稼働し、会計処理をはじめとした各部理事体制にお

ける事務処理の流れを事務局にて処理した。 

（３）公益法人の原資である会費については、各ブロックの世話人と理事の協力で未納会員

の納入促進を図り、財源確保に努めた。 

 

２．公益性の高い公益（自主）事業の継続に努めた。 

（１）都民に対しての公開講座を新型コロナウイルスの影響によりオンラインで開催した。 

（２）江戸川区医療福祉相談会を開催した。 

（３）西東京市医療福祉相談会を開催した。 

（４）葛飾区医療福祉相談会を開催した。 

（５）江戸川区神経難病検診を東京都委託事業（地域巡回医療福祉相談会）として実施し

た。 

（６）豊島区医療福祉相談会を東京都委託事業（地域巡回医療福祉相談会）として実施した。 

（７）医療関連１２団体で構成する医療従事者ネットワーク連絡会を中心とした看護フェ

スタに、オンラインにて参加した。 

 

３．医療福祉向上のため都知事及び都議会各政党・会派に対し要望書を提出した。 

 

４．他団体との連携を図り社会活動の推進に努めた。 

 

５．ブロック代表世話人会と地域巡回医療福祉相談活動企画運営委員会を定期開催し、各ブ

ロックの活動を支援するとともに協会活動の活性化に努めた。 

 

６．広報活動 

（１）ホームページを活用し、広く協会活動の広報に役立てた。会員名簿の掲載を行った。 

（２）会員向けに「東京ＭＳＷ」ニュースを発行し、内容の濃い企画、編集を行い情報提供

に努めた。 

（３）ホームページのリニューアルに向け、ICT の活用に努めた。 

 

 

７．次の事業について東京都から受託契約し、事業が円滑に遂行されるように努めた。 



（１）地域巡回医療福祉相談事業 

（２）電話相談事業（医療と暮らしのほっとライン） 

（３）医療社会事業従事者講習会、新人研修特別講座 

（４）グループスーパービジョン（３講座） 

 

８．求人求職について「ホームページ」に随時情報を掲載した。 

 

９．会員の入退会状況を速やかに把握するように努め、ブロック代表世話人会を通じブロッ

クに情報を提供した。 

 

１０．相談会活動時の会員及び来談者を対象とした傷害保険に加入し、不測の事態に備え

た。 

 

１１．理事会及びこれに準ずる活動時の参加者・出席者を対象とした傷害保険に加入し、不

測の事態に備えた。 

 

１２．未加入ソーシャルワーカーの入会を促進し、賛助会員要件を検討した。 

 

１３．新型コロナウイルス支援の振返り会を実施した。 

 

１４．診療報酬改定研修会を開催し会員の知識向上に努めた。 

 

１５．会員の異動状況（２０２２年度） 

 
 正会員 準会員 賛助会員 合計 

入会者数 ５２ １２ ６ ７０ 

退会者数 ７０ １２ ０ ８２ 

現会員数 ５４３ ７３ １３ ６２８ 

              （異動者数含まず）   ＊2023年 3月 31日現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１．ブロック活動状況 



 

第１ブロック 第２ブロック 

4/7 世話人会（引継ぎ） 4/13 世話人会 

4/28 世話人会 6/10 世話人会 

8/17 世話人会 7/13 世話人会  

11/12 巡回相談会 

講演会「おひとり様老後への備え～入院

すると直面する課題～」 

講師：鎌村誠司氏 

9/10 巡回相談会 

   日野市在宅支援講座内  

 

 

11/25 オンライン情報交換会 

「コロナ禍における各院の対応について」 

世話人会（反省会） 

10/12 世話人会 

11/10 世話人会 

3/3 勉強会 

「障害年金について」 

講師：中村美恵子 先生 

 
 

世
話
人
・
運
営
委
員 

◎山口圭太（新山手病院） 

○関田亜紀子（東大和療育センター） 

▲内田美沙子（田無病院） 

 大川貴子（東京小児療育病院） 

 宮崎涼子（小平中央リハビリテーショ

ン病院） 

 目黒紗依（竹丘病院） 

  

  

◎山本 君枝（相武病院） 

〇山本 君枝（相武病院） 

▲石川裕加里（康明会病院） 

 大栗 里沙（立川相互病院） 

 晝場 朱莉（立川相互病院） 

 池田 千夏（八王子山王病院） 

（ブロック世話人名簿 ◎印は代表世話人、▲印は相談事業運営委員、○は会計） 

＊巡回相談会＝地域巡回医療福祉相談会（東京都委託事業） 

 

 

 

 

 

表２．ブロック活動状況 



 

第３ブロック 第４ブロック 

4/27 新旧引継世話人会 4/19 世話人会（新旧世話人引き継ぎ） 

6/2  世話人会 6月中旬 ブロック通信発行 

7/15 世話人会、巡回相談実行委員会 9/13 世話人会 

9/15 世話人会 

9/30 ブロック研修 

「移民を取り巻く社会課題と実際の利用

できる制度」 

12/7 研修講師との打ち合わせ 

12/13  世話人会 1/10 世話人会 

2/21  世話人会 

2/26  地域巡回相談会 

   「第 34回ふくし健康まつり＋」 

1月中旬 ブロック通信（研修案内） 

発行 

1/30 研修に向けての打ち合わせ 

3/7   世話人会 

2/3 勉強会「在宅生活を支える多職種 

チームアプローチ実践について」 

講師：在宅総合ケアセンター元浅草 

（たいとう診療所） 

     斉木三鈴氏、塩見達也氏 

3月中旬 ブロック通信発行 

 
 

世
話
人
・
運
営
委
員 

◎榎本浩典（板橋区医師会在宅医療 

センター療養相談室） 

▲権正亜子（関野病院） 

河西亜子（東京健生病院） 

 西村菜月（順天堂大学医学部附属 

練馬病院） 

▲岩﨑藍子（東京都健康長寿医療 

センター） 

〇志田宏美（介護老人保健施設 練馬 

ゆめの木） 

 大橋なつみ（明理会中央総合病院） 

 露木茜（東京都立豊島病院） 

◎成島有希（浅草寺病院） 

○細淵由真（日本大学病院） 

 伊海陽介（東京医科大学病院） 

 五位野美穂（東京医科歯科大学病院） 

▲小川千尋（三井記念病院） 

▲ビンガム祥子（虎の門病院） 

▲駒村穂乃香（東京慈恵会医科大学付属

病院） 

▲田畑小百合（東京女子医科大学病院） 

（ブロック世話人名簿 ◎印は代表世話人、▲印は相談事業運営委員、○は会計） 

＊巡回相談会＝地域巡回医療福祉相談会（東京都委託事業） 

 

 

 

表３．ブロック活動状況 



 

第５ブロック 第６ブロック 

4/26 世話人会 4/21 世話人会 

6/1  研修会 

  「障害年金について」 

6/15 世話人会 

 

8/1 世話人会 8/10 世話人会 

9/28 研修会 

「患者さんの様々なお困りごと」 
9/15 世話人会 

10/2  巡回相談会「江戸川区神経難病健診」

江戸川区医師会館 

10/7 交流会「第 6ブロック秋の情報交換

会」 

10/31 世話人会 

11/3  巡回相談会（江東区） 

「南砂町イーオン」イベントスペース 
 

12/19 世話人会 12/15 世話人会 

2/22 オンライン見学会 

「看護小規模多機能型居宅介護 

 かえりえ竹ノ塚」 

3/20 世話人会 

世
話
人
・
運
営
委
員 

◎上田美佐江（がん研有明病院） 

○加藤大介（東京東病院） 

須藤順子（京葉病院） 

加藤郁子（水野記念病院） 

佐藤智美（清澄ケアクリニック） 

中川千香子（がん研有明病院） 

倉知志帆（苑田第三病院） 

◎小泉真奈（河北リハビリテーション 

病院） 

〇樋口昌彦 （至誠会第二病院） 

▲加藤淳（牧田リハビリテーション病院) 

▲三上謙子（松井病院） 

 當麻輝彬（内藤病院） 

 川路裕子（三宿病院） 

 河野杏子（三宿病院） 

 

（ブロック世話人名簿 ◎印は代表世話人、▲印は相談事業運営委員、○は会計） 

＊巡回相談会＝地域巡回医療福祉相談会（東京都委託事業） 

 

 

 

 

 

表４．ブロック活動状況 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ブロック世話人名簿 ◎印は代表世話人、▲印は相談事業運営委員、○は会計） 

＊巡回相談会＝地域巡回医療福祉相談会（東京都委託事業） 

 

 

Ⅱ. 各事業報告 

第７ブロック 

4/28 世話人会 

5/18 世話人会（オンライン） 

 

6/15 世話人会（オンライン） 

7/20 世話人会（オンライン） 

7/27 ブロック交流会（オンライン） 

   オンライン名刺交換会 

 

10/5 世話人会（オンライン） 

12/4 巡回相談会（調布市） 

   調布市福祉まつり参加 

1/18 世話人会（オンライン） 

3/17 勉強会（オンライン） 

「医師の立場から見た入院から在宅までの

実際」 

講師：杏林大学病院 神経内科 

 中島昌典先生 

 

世
話
人
・
運
営
委
員 

◎室井健太郎（366リハビリテーション病

院） 

○奥野朋子（国分寺病院） 

▲大川真央（武蔵野赤十字病院） 

 小杉麻耶（多摩丘陵病院） 

井上敬介（分梅クリニック） 

畑中諒太（都立多摩総合医療センター） 



【定款第１号事業】 

１） 医療ソーシャルワークの普及及び向上に寄与する事業 

 

１． 地域巡回医療福祉相談【受託事業】 

地域巡回医療福祉相談は、各ブロックの運営委員会を中心に実行委員会を組織し、多くの

会員の協力のもとに年７回実施を実現できた。 

日程 開催場所 相談件数 特別企画 

１ 9 月 10 日(土) 日野市中央公民館 ７ 地域巡回医療福祉相談会 

２ 10 月 2 日(日) 江戸川区医師会館 ２ 江戸川区神経難病検診 

３ 10 月 16 日(日) 
府中市立ふれあい会館 

（第４２回福祉まつり） 
６ 地域巡回医療福祉相談会 

４ 11 月 3 日(木・祝) 
トピレックプラザ 

展示スペース 
３ 地域巡回医療福祉相談会 

５ 11 月 12 日(土) 田無総合福祉センター ３ 地域巡回医療福祉相談会 

６ 12 月 4 日(日) 調布福祉まつり ４ 地域巡回医療福祉相談会 

７ 2 月 26 日（日） 豊島区健康展 １０ 地域巡回医療福祉相談会 

 

２．電話相談（医療と暮らしのほっとライン）【受託事業】 

２０２１年４月より月４回、電話相談を実施した。件数については、下記表中に含まれる。  

地域巡回医療福祉相談と電話相談の相談内容と件数 

事    項 面接 電話 文書 計 

病気から派生した本人家族の社会生活上の問題 １５ ２１ ０ ３６ 

病気又は治療の障害となっている心理的不安等

精神的問題 
１２ ２４ ０ ３６ 

病気又は問題の要因となっている患者の家族関

係やその他の対人関係の調整 
２  １０ ０ １２ 

治療費や生活費等の経済的問題に対する各種制

度の利用斡旋 
２ ６ ０ ８ 

医療施設や社会福祉施設の利用をめぐる問題 ６ １７ ０ ２３ 

看護や療養・生活指導をめぐる問題 ０ ２ ０ ２ 

退院後の社会生活への復帰をめぐる問題 １５ ５ ０ ２０ 

その他医療福祉に関する相談 １ １０ ０ １１ 

合    計 ５３ ９５ ０ １４８ 

３．公開講座【自主事業】  

 「救急車に乗ったそのあとはどうなるの？～自宅から救急医療につながる実際の動きと普



段から準備できること～」をテーマとし、東京消防庁豊島消防署救急技術担当係長（消防指

令救急救命士）小室俊基氏及び東京医科大学八王子医療センター 医療ソーシャルワーカー 

（認定社会福祉士 精神保健福祉士）品田雄市氏によるオンライン講演会を実施した。参加者

は５８名であり、事前及び当日の質問に回答いただき、アンケートでも高評価を得た。 

 

４．難病検診への参加協力  

例年、難病無料医療相談会は東京都から委託を受け、東京都難病相談・支援センターが実

施している。当協会では、難病無料医療相談会に毎回２～３名の医療ソーシャルワーカーの

派遣に協力し、専門医と面接前の事前面談を担当しているが、新型コロナウイルス感染症の

影響を受けオンラインでの開催のため医療ソーシャルワーカーとしての参加はなかった。 

 

５．地域巡回医療福祉相談活動企画運営委員会【自主事業】  

地域巡回医療福祉相談会運営委員と江戸川区、西東京市、葛飾区、豊島区の独自相談会実

行委員が、相談会活動の企画や今後の運営等について情報共有及び協議する場として、社会

問題対策部と総務部共催で委員会を開催した。 
今年度も新型コロナウイルスの拡大防止のため、委員会をオンライン中心で行い、相談会

開催に向けて検討を重ねた。例年行われていた福祉まつり等の中止の影響もあったが、対面

での相談会を東京都委託事業地域巡回医療福祉相談会として７回開催することができた。 

 

６．江戸川区医療福祉相談会【自主事業】 

２０２２年度は、江戸川区介護フェアが３回開催され、参加した。８月２７日（土）アリ

オ葛西展示スペース、１０月２３日（土）東京福祉専門学校学園祭、１１月１９日（土）江

戸川区グリーンパレスで相談コーナーを開設し、合計２５件の相談があった。江戸川区医療

福祉連絡会は新型コロナウイルスの影響で年度内の開催が中止となった。 

 

７．葛飾区医療福祉相談会【自主事業】 

２０２３年３月４日（土）葛飾区パルフェスタにて、区の協力のもと地域巡回医療福祉相

相談会実施となった。コロナ禍で相談会中止が続き、２０１９年以来の相談会開催となった。

区内ＭＳＷ９名が参加し、地域住民へ医療ソーシャルワーカーの役割について説明したり、

地域住民の医療福祉相談に対応した。 

 

８．西東京市医療福祉相談会【自主事業】 

２０２３年２月１８日（土）「介護と医療の地域連携を考える～身寄りのない方への支援～」

と題して、地域包括支援センター職員、西東京市内の病院の医療ソーシャルワーカー、在宅

療養支援窓口担当者、市役所高齢者支援課、社会福祉協議会の職員計 32 名が参加し、済生会

神奈川県病院医療ソーシャルワーカー鎌村誠司氏より「みんなが困らない地域にしていくた

めに」の講演後に、「現状の把握」、「あったらいいなと思うこと」の議題で意見交換会を開催

した。 

 

 

９．豊島区医療福祉相談会【自主事業】 

２０１９年度までは豊島区ふくし健康まつりにて、薬剤師会主催の健康展の中に相談ブー



スを設置し、独自相談会として開催したが、新型コロナウイルスの影響で２年間中止となっ

た。今年度は２０２３年２月２６日（日）、としま区民センターにて開催され、東京都委託事

業巡回医療福祉相談会として実施した。 

 

１０．江戸川区神経難病検診 

江戸川区・区医師会主催、（社）東京進行性筋萎縮症協会後援の江戸川区神経難病検診につ

いて、当協会が参加協力の依頼を受けている。今年度は、２０２２年１０月２日（日）江戸

川区医師会館にて開催され、東京都委託事業地域巡回医療福祉相談会として医療ソーシャル

ワーカー２名を派遣し医療福祉相談に対応した。  

 

１１．災害支援活動【自主事業】 

（１）支援活動の運営 

 東日本大震災以降、当協会内に「災害支援対策委員会」を発足させ、定期的に活動の打ち

合わせを重ねてきた。 

委員会の構成メンバーは、三役、各部理事、活動に賛同する一般会員である。協会内に委

員会を設置することにより、２０１１年以来、継続的な活動を図ることが可能となっている。 

 

（２）被災者への支援 

 東京都への直接要望を実施し、「災害支援研修の拡大」、「広域避難者の健康、人権に対する

支援の継続、強化」、「広域避難者への相談・心理支援・情報提供の体制を整備・充実」につ

いて要望を提出した。 

 

（３）防災・減災、災害時対策 

①災害関連情報ストック「みんなで学ぼう！災害制度」を協会内のホームページ内に設け、

災害支援に関連する情報の蓄積に務めている。 

②東京都社会福祉協議会主宰「災害福祉広域支援ネットワーク推進委員会」に参画。 

東京都や各専門職団体と、災害時における福祉支援に関する協議を図っている。 

③理事を中心に、災害訓練を実施し、災害時の対策を検討した。 

 

（４）会員や関係機関・団体への教育及び広報、協働活動 

①災害支援ニュース「つたえる」をホームページに掲載した。 

②災害ソーシャルワーク研修会「防災の新常識」を１１月８日（火）にオンラインで開催

した。 

③災害支援規定・災害時行動ガイドラインの改定を行った。 

 

【定款第２号事業】 

２）会員の専門知識・技術の向上に関する事業 

 

１．講 座【自主事業】  

２０２２年度も「ソーシャルワークの基本をふりかえる」をテーマに企画した。第１回は

２０２１年度に開催予定でありながら、新型コロナウイルス感染拡大のため延期となったシ

ンポジウムを２０２２年１０月２１日に開催した。法政大学の伊藤正子先生に司会進行を依



頼し、シンポジストに大沼扶美江氏（都立松沢病院）、松野勝民氏（横浜市菅田地域ケアプ

ラザ）、小松 美智子氏（元武蔵野大学）をお招きし「ソーシャルワーカーの基本を振り返

る～ソーシャルワーカーとして忘れてはいけないことは何か～」と題してオンラインで実施

した。当日参加者は２９名で、各シンポジストから実践のなかで考えてきたことや時代の流

れのなかで変えてきていること、あるいは変えていないことはどのようなものかを発表頂い

た後は受講生同士のグループワークの時間をとる構成とした。参加者からは「色々な方の話

を聞くことができ、忘れていた大切なことを思い出せた」「業務をこなす日々に追われて、

医療ソーシャルワーカーの基本を蔑ろにしていたことを振り返った。今一度、医療ソーシャ

ルワーカーである自分を見つめ直すきっかけとなった」「初心を思い出すことができたこ

と、悩んでも迷っても良いこと、他の方も同じ悩みがあること、これらが分かり、頑張って

いこうと、前向きに考えることができた」などの意見が聞かれ、「ソーシャルワーカーとし

て忘れてはいけないこと」を参加者各自が考え、持ち帰ることができる講座になった。 

第２回は法政大学の髙良麻子先生に講師を依頼し、「ソーシャルワーカーの基本を振り返

る～誰もが Well-Beingを実現できる社会に向けたソーシャルワーク～」と題してオンライ

ンで実施した。当日参加者は１６名で、社会変動の現状を踏まえた上で Well-Beingの実現

のために専門職として何が出来るのか講義をいただいた後、受講生同士のグループワークの

時間をとる構成とした。参加者からは「社会情勢を捉えた上でのソーシャルワーク実践が

求められていること、私たちの役割が Well-Being を高めることだと再認識した。ジレン

マはソーシャルワーカーだから感じられるということが印象的であった。ジレンマを感

じることに苦しさがあったが、それは様々なシステムへの介入する医療ソーシャルワー

カーだからこそなんだとある意味ジレンマを感じられる貴重な職種ではないかと思った」

「グループワークでは時間が足りない程活発な意見交換ができ、有意義な時間であった」

「自分のケースや所属組織だけでなく、地域に目を向けていく事の重要性を感じた。ソー

シャルワーカーの視座を確認できた」等の感想が寄せられた。 

コロナ禍のためオンライン開催となったが、オンライン開催の長所も踏まえつつ、今後も

専門性の意識化や知見を深められる講座を提供できるよう企画・運営に取り組んでいきた

い。 

 

２．研修会 ※講師 敬称略 

（１）新人研修【自主事業＋一部受託事業】 

２０２２年度も新型コロナウイルスの影響を鑑み、オンライン研修とし、７月から集中コ

ースのみで開催した。 

受講生は４６名での開催となった。２０２２年度も引き続きオンラインのため接続のテス

トを行うなどの準備を要したが、大きなトラブルはなく終了した。また、２０２１年度同様、

受講状況が確認できるようにするため、受講中は自身のカメラを必ず作動させ受講すること、

受講後振り返りシートを提出することで出席を確定するなどの対策を行った。 

 

【講師】平田 和広 （東京都医療ソーシャルワーカー協会会長） 

    樋口 昌彦 （至誠会第二病院） 

      仲谷 恵美子（森山脳神経センター病院） 

      八木 亜紀子 (アアリイ株式会社) 

      山谷 佳子 （聖マリアンナ医科大学産婦人科学） 



      吉浦 輪  （東洋大学ライフデザイン学部生活支援学科） 

      藤平 輝明 （研修講師・地域活動ボランティア 元東京医科大学病院医療ソ

ーシャルワーカー） 

      小松 美智子（武蔵野大学客員教授・女性の暮らしやすさを考えるソーシャル

ワーク研究会） 

 

（２）グループスーパービジョン【受託事業】 

①Ａグループ 

【講師】渡部 律子（日本女子大学名誉教授） 

 

３年目以上のソーシャルワーカーを対象に、全１０回（６月開講 毎月第２土曜日）の講

座の開催となった。受講生は８名で新型コロナウイルスの感染状況を踏まえ、すべてオンラ

イン形式で開催した。『新たな視点から実践を見つめなおす』をテーマに、初回はオリエンテ

ーション、第２回はスーパービジョンについての講義と事前課題についてのグループワーク、

第３～１０回は参加者が事前提出した事例につき１回１事例の事例検討を行った。全回を通

し、講師から参加者への問いや発言の促しがあり、双方向的な講座が展開された。事例検討

では、各参加者が対応当時または事後となってから、支援者として心に残る“もやもや”に

ついて言語化した。事例のダイヤローグを、ロールプレイ形式で事例提出者や参加者が読み

上げ、患者・家族の立場に立ってみて感じた事や気づきの共有がされた。事例提出者以外の

参加者からは、事例についての質問・発言・意見などの共有がなされた。その上で講師より

事例の理解を促す新たな視点の提示や質問がなされ、参加者間で意見を交わす事で事例につ

いてさらなる理解を深めた。 

参加した受講生からは、「事例を通じて、日頃の業務を振り返るきっかけになり、大変貴重

な機会となった。また他の参加者からの考えを聞くことで、違った角度からの視点に気付き

を得ることができた」「心理的安全性が担保されている環境・雰囲気でグループスーパービジ

ョンが展開され、ソーシャルワーカーとして次のステップを踏み出す後押しをしてもらえた」

「様々な所属機関のソーシャルワーカーが参加しており、事例検討ではそれぞれの立場や経

験から意見をいただき自分では気が付かなかった視点や考え方を学ぶことができました。ま

た各機関のソーシャルワーカーの役割を事例を通して知ることができ今後の連携にも役立つ

と感じた」との意見が聞かれた。講師と参加者が安全な場で活発に発言する場が提供でき、

実践をみつめなおす機会の提供ができたと考える。 

 

②Ｂグループ 

【講師】石井 三智子  

 

経験年数５年目未満の受講生９名で、毎月第４火曜日を基本として開催した。新型コロナ

ウイルスの影響を考え、初回のみ環境を整えた上で集合研修とし、２回目以降はオンライン

形式にて行った。講座の進め方としては、初めに各月担当者が事例を提供し、翌月担当の受

講生が司会をしながら、提出者からの事例説明や受講生からの意見や質疑応答を繰り返すこ

とで事例を深めていき、提出者が検討したい事に対して振り返りや新たな気づきを得る形式

となった。さらに、講師からの助言や参考文献等の資料も活用しながら内容をさらに深めて

いった。事例検討後には、後日、講師が事例提出者と個人スーパービジョンを実施した。 



受講生からは「経験年数が同じ程度の医療ソーシャルワーカーの方々と、それぞれが困難

に感じたケースについて事例を検討したことで、自分だけでは思いつかない視点で様々な事

例に触れることができた。それによって、視野が広がったと感じている。また、他の受講生

と自身を比較して、自身の立ち位置を再認識できたのもよかった」「第一回目に一度会えたた

め、二回目からのオンラインはやりやすかった。また、事例ではとても丁寧に指導して頂き、

とてもためになったと感じている。急性期や慢性期、機能の違う病院のケースを知り、新し

い資源を知る機会にもなった」との意見が出された。同じくらいの経験年数の受講生のグル

ープであったため、「自分だけが悩んでいるわけではない」ということを共有しながら、新た

な学びを得る機会となったと考える。 

 

③Ｃグループ 

【講師】佐藤 俊一（ＮＰＯ法人スピリチュアルケア研究会ちば理事長／ 

日本ソーシャルワーク学会理事） 

 

ソーシャルワーカー実務経験 5 年以上の参加希望者を対象に、２０２２年６月～２０２３

年３月の 10 か月間、毎月１回・第４木曜日の夜、全１０回の講座を実施した。新型コロナウ

イルス蔓延の影響下であったが、検温や体調管理、環境整備をした上で、初回のみ、会場で

の集合研修を実施した。２回目以降は昨年度に引き続き、感染症蔓延防止の観点から、オン

ラインでの実施とした。 

全１０回の講座を受講することで、各受講生が職場おける対人支援の中で「実践力を生み

出す」事が出来るようになる事を目指した講座である。初回はオリエンテーションとして、

それぞれの所属機関、仕事内容などを共有し、理解を促した。対面で参加者同士がコミュニ

ケーションを図る事で、その後のオンライン講座で率直な対話を行うために必要な、信頼関

係の土台が出来た様に思われる。第２回～第４回は、受講生が指定テキストを事前課題とし

て精読し、それを各自がどの様に解釈し実践支援と照らし合わせたかについて、対話形式で

共有した。その中で、講師から受講生へ気づきを促す質問が投げかけられた。受講生はその

問への答えを模索し、思いを言語化することで、クライアントの話を傾聴する事や対話的関

係を構築することについての考えを広め、深める事が出来たようだ。 

第５回～第９回の全５回は、各回担当の受講生をあらかじめ決めた上で、参加受講生全５

名から提出された事例検討を行った。各月担当受講生は、まず講師へ事例を提出することで

個人スーパービジョンを受け、自らの事例を俯瞰し、また気持ちを整理する機会となった。

個人スーパービジョン後の視点も含めた事例を再度作成した物を全受講生および講師と共有

した。一人の人として、また支援者としてクライエントとの対話的関係を築けたのか、事例

提出者と参加者全員で問いを重ねた。最終回は、これまでの学びの総括として全５事例を振

り返り、各受講生が支援者としての自己を客観視し、各自の強みと弱みを言語化することで

実践への新たな目標を確認する機会となった。 

受講生からは「自分と他人の性質は違うように見えて根本は同じ」「人に関わるという点で

は、同僚も家族も基本的に変わらない。テキストでも学んだ基礎工事の部分なのだ」「クライ

エントを理解する＝感性を磨くことが大切で不可欠だ。自分がどう考え感じたのか立ち止ま

って考えてみたい」等、心からの気づきを感じさせる感想が得られた。初回を対面で実施し

たことによって、オンラインでの率直な対話がしやすかったとの受講生からの感想もあった。 

 



（３）スーパーバイザー養成講座【自主事業】 

【講師】福山 和女（ルーテル学院大学名誉教授） 

 

２０２２年度よりオンライン形式の利点を活かし、非会員を含む経験年数２年以上の受講

生１６名で全８回（毎月第３火曜日）実施した。毎回、受講生同士で業務行動プログラミン

グを用いた講座参加の目的・目標を共有し、そのテーマに則り講師からの問いかけに答えつ

つ、スーパービジョン体制を理論に基づき学んでいった。また、個別の事例にも焦点をあて、

部門としての関りと多職種協働の重要性など、再認識する機会となった。 

講座終了後のアンケートでは、「どう対応したらよいかに悩み、答えを求めがちであった

が、自身で気づきを得て習得していくことの難しさと同時に学びと実践がつながりやすい

気がした」「スーパービジョンを学んでも学んでも自信がなく実践に生かすことができず

にいたが、研修を通してスーパービジョンの体系、バイザーとバイジーのそれぞれの課題・

準備・時間の使い方などを学ぶことができ、実践してみることができた」「毎回気づきや

得るものがあり、この 1 年で、自分の変化を実感するほどであった。参加してよかった」

等の受講成果が窺えた。 

また、非会員を含めたことにより全国に同じ悩みを持つソーシャルワーカーの交流の場に

もなり、講師と受講生の双方向交流の中で専門技術や知識向上にも繋がったと考える。 

 

（４）連続講座【自主事業】 

【講師】佐原 まち子（WITH 医療福祉実践研究所 代表理事） 

 

第 1 回 ２０２３年１月２０日「SW に欠かせない専門職としての要素・資質とは」 

第 2 回 ２０２３年２月１０日「SW のためのコミュニケーションスキル」 

第 3 回 ２０２３年２月２４日「SW 面接における情報収集」 

第 4 回 ２０２３年３月１０日「SW アセスメントに自信を持つために」 

第５回 ２０２３年３月２４日「全体を俯瞰する SW アセスメントからの支援計画」 

 

 ２０２２年度は「実践で活きる ソーシャルワークの専門性」と題して講座を開催した。ソ

ーシャルワークの専門性を様々な角度から考えることで、「退院支援」という枠だけではない、

ソーシャルワーカーの仕事全般に活用できることを目的に実施した。全５回、各回ごとにテ

ーマを設けて、全てオンライン形式で行った。 

 受講生からは、「時代の流れと共に、医療ソーシャルワーカーの病院内での立ち位置や求め

られる役割が変化してきたことを改めて学べました。 また、医療現場の中で福祉を行なうこ

とを目的とした医療ソーシャルワーカーという専門職が確立されたのは、多くの医療ソーシ

ャルワーカーの先輩方の揺るぎない思いや、それを基にした医療ソーシャルワーカーとして

の実践により、存在を示し続けてきた経過があったからということを改めて実感しました」

「今回の研修で 1 番印象に残ったのは会話と対話の違いについてです。日々仕事をする中で

伝えることの難しさ、クライエントとのズレを感じることがあります。文化的背景を知る、

クライエントに教えてもらうことがまだまだ足りていないことに気付かされました。わかっ

たつもりになるのではなく、わからないことはクライエントに教えてもらう、という姿勢を

もって仕事をしていきたい」「アセスメントについて学び、ソーシャルワーカーとしてアセス

メントの大切さを再認識しました。医療専門職の集まりである病院に社会福祉専門職のソー



シャルワーカーがいる意義を示すためにも根拠を持ったアセスメントが必要であり、そのた

めにバイオサイコソーシャルモデルで総合的に考え多角的視点でクライエントを理解できる

よう知識を深める必要があると感じました。 退院支援に於いて、経験を重ねることでどこに

退院（転院）できるか当てはめ型の支援になってしまい調整が主になっていることがあるた

めケースを俯瞰してみることを忘れないようにしなければならないと思いました。エコマッ

プとタイムラインをクライエントと一緒に仕上げることでクライエントの人生を教えてもら

うことができると学び、面接の仕方を見直すきっかけになりました」との意見が出された。

幅広い経験年数の受講生が集まったが、それぞれの立場で実践に活かせることを学ぶ機会と

なったと考える。 

 

３．プログラム検討委員会   

協会の研修事業の体系、内容などを検討する諮問機関である。２０２２年度はオンライン

研修全体の運営状況や各講座の内容検討などを行った。 

 

【委員】井上 歩   （河北総合病院） 

駒ヶ嶺 さゆみ（豊島中央病院） 

    佐藤 真弓  （国分寺地域包括支援センターひかり） 

    中辻 康博  （豊島区医師会） 

原田 剛   （新山手病院） 

平川 直子  （東京白十字病院） 

平田 和広  （上板橋病院） 

森田 祐美子 （青梅市立総合病院） 

 

【定款第３号事業】 

３）医療ソーシャルワークの必要な調査研究に関する事業【自主事業】 

 

１．医療福祉問題研究委員会〔自主事業〕 

当委員会は、「社会福祉・保健・医療分野における調査・研究及びソーシャルアクションを

行なうこと」を目的に活動を行う。理事会が承認する専門部会である。 

  

（１）ホスピス・緩和ケアにかかわる医療ソーシャルワーカーの集い  

 ２０２０年度に作成した「がん患者さんを理解するための視点マップ」を用いて、メンバ

ー内で事例検討を行った。２０２３年度開催予定の勉強会準備のため、会議を定期開催した。 

 

（２）成育医療等を考える小委員会  

 成育医療等について会員へ理解してもらうための勉強会を開催した。 

 

（３）身元保証に関する小委員会   

昨年実施した事例検討・勉強会の中から、各領域におけるソーシャルワーカーの課題を整

理し、医療・介護関係者・等に対して大規模アンケートを実施。調査結果を報告書にまとめ

る作業と並行し、ソーシャルワーカーが行う関係機関に対する情報共有の内容について、書

式作成作業を委員にて分担した。 



２０２３年度開催の日本医療ソーシャルワーカー協会全国大会へ向けて、シンポジウム、

つどいに関する打合せを重ねた。 

 

（４）医療ソーシャルワーカーの現状と未来を考える小委員会 

 委員会開催をし、会員に対して調査をどの様に実施していくなど協議した。 

 

[定款第４号事業]  

４）刊行物の発行に関する事業【自主事業】 

 

１．会員向けニュースレター「東京ＭＳＷ」の発行（各号８００部） 

 会員向けニュースレター「東京ＭＳＷ」３６１号（５月）、３６２号（８月）、３６３号（１

１月）、３６４号（２月）を発行し、会員相互の情報共有、新しい情報の提供を行うとともに、

協会活動を発信する媒体として機能するような内容の充実に努めた。 

  

２．機関誌『医療ソーシャルワーク』７０号、７１号の発行（１０００部） 

 協会機関誌である『医療ソーシャルワーク』７０号を２０２２年３月に刊行予定していた

が延期したため、２０２２年 6 月に刊行。７１号を２０２３年３月に刊行した。 

 

【定款第５号事業】 

５）その他本会の目的を達成するために必要な事業【自主事業】 

 

１．日本医療ソーシャルワーカー協会全国大会開催について 

（１）２０２３年度日本医療ソーシャルワーカー協会東京大会を共同開催することにした。 

（２）２０２２年度は実行委員会を立ち上げ運営準備を行った。 

 

 


